
倉田紘文先生近影



「
魯
薗

　
　
　
倉
田
紘
文
先
生
の
こ
と

　
倉
田
先
生
は
、
本
年
三
月
を
以
て
正
式
に
大
学
か
ら
退
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

先
生
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
別
府
大
学
国
文
学
科
に
職
を
奉
じ
、
以
後
、
今
日
ま
で
、
約
二
十
五
年
間
の
長
き
に
亘
り
、
研
究
活
動
を
な
さ

り
又
学
生
に
接
し
て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
御
研
究
は
、
近
代
俳
句
を
中
心
と
し
た
韻
文
で
あ
っ
た
。
就
中
、
子
規
・
虚
子
そ
し
て
高
野
素
＋
と

続
く
、
写
生
俳
句
に
興
味
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
御
自
身
が
「
蕗
」
と
い
う
俳
句
結
社
を
主
宰
し
、
実
作
活
動
を
営
ん
で
お
ら
れ

る
俳
人
と
い
う
こ
と
に
、
由
来
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
ろ
う
。

　
先
生
は
、
平
成
八
年
の
末
頃
か
ら
、
時
と
し
て
身
体
の
不
調
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
、
あ
っ
た
よ
う
に
恵
う
。
あ
る
時
学
生
に
「
耳
鳴
り

が
ひ
ど
い
。
し
か
し
、
そ
の
事
に
よ
っ
て
今
ま
で
聞
き
流
し
て
い
た
相
手
の
言
葉
も
注
意
し
て
間
く
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
新
し
い
発
見

で
あ
る
。
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
の
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。
翌
年
一
年
休
職
し
、
今
回
の
こ
と
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
六
十
五
歳
の
停

年
を
思
う
と
ま
だ
何
年
か
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
も
本
当
に
残
念
で
あ
る
し
、
惜
し
い
と
思
う
。
特
に
、
今
大
学
は
変
革
の
時
に
あ
る

だ
け
に
喪
失
態
は
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
一
方
残
さ
れ
て
い
る
人
生
を
い
か
に
充
実
さ
せ
て
生
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
右
に
行
く
と
同
時
に
左
に
行
け
な
い

の
は
自
明
の
理
で
あ
る
。
今
こ
こ
で
職
を
辞
さ
れ
て
、
端
然
、
自
適
と
し
て
自
分
の
道
を
歩
ま
れ
る
こ
と
も
又
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思

う
し
、
そ
の
潔
さ
に
羨
望
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
先
生
の
御
活
躍
の
模
様
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
時
々
拝
見
し
て
い
る
が
、
生
き
生
き
と
し
た
中
に
清
々
し
さ
が
あ
る
。
そ
れ

は
そ
の
ま
ゝ
先
生
の
生
き
方
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
姿
に
接
す
る
と
無
理
を
言
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
先
生
の
俳
人
と
し
て
の
御
活
躍
を
心
よ
り
念
願
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
長
い
間
御
苦
労
様
で
し
た
、
の
言
葉
と
共
に
多
く
の
御
厚
意
に

感
謝
申
し
あ
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
東
大
隆
）
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倉
田
紘
文
先
生
　
略
　
歴

昭
和
1
5
年

昭
和
3
4
年

昭
和
3
7
年
３
月

昭
和
4
2
年
４
月

昭
和
4
7
年
４
月

昭
和
5
4
年
４
月

昭
和
5
7
年
４
月

平
成
４
年

平
成
９
年
４
月

大
分
県
山
香
町
生

高
野
素
十
に
師
事
「
芹
」
人
会

大
分
大
学
教
育
学
部
卒
業

別
府
大
学
附
属
高
等
学
校
教
諭

別
府
大
学
文
学
部
国
文
学
科
講
師

俳
誌
「
蕗
」
創
刊

別
府
大
学
文
学
部
国
文
学
科
助
教
授

別
府
大
学
文
学
部
国
文
学
科
教
授

　
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
全
国
俳
句
大
会
」
選
者

山
陽
新
聞
「
山
陽
俳
壇
」
選
者

別
府
大
学
図
書
館
長
（
～
平
成
1
0
年
３
月
）

　
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
壇
」
主
宰

第
1
3
回
国
民
文
化
祭
大
分
大
会
文
芸
大
会
俳

句
部
会
長

　
　
　
　
経
　
　
　
歴

大
分
県
芸
術
文
化
振
興
会
議
常
任
理
事

日
本
文
芸
家
協
会
会
員

俳
文
学
会
会
員

俳
人
協
会
会
員

日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
振
興
会
評
議
員

俳
誌
「
蕗
」
主
宰

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
壇
」
主
宰
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
・
金
曜
午
後
８
時
）

　
　
　
　
受

昭
和
3
9
年

平
成
５
年

　
　
賞

大
分
合
同
新
聞
読
者
文
芸
年
間
賞
受
賞

大
分
合
同
新
聞
文
化
賞
（
芸
術
文
化
部
門
）
受
賞

　
　
　
　
著

　
句
　
集

「
慈
父
悲
母
」

「
光
陰
」

「
無
量
」

「
帰
郷
」

「
都
忘
れ
」

　
研
究
書

「
高
野
素
十
研
究
」

書

発
行
所

（
木
耳
社
）

（
牧
羊
社
）

（
富
士
見
書
房
）

（
牧
羊
社
）

（
朝
日
新
聞
社
）

（
永
田
書
房
）

２



「
高
野
素
十
の
世
界
」

　
編
集
書

「
ふ
る
さ
と
を
詠
う
」

「
山
の
歳
時
記
」

「
花
の
歳
時
記
」

「
自
解
一
呂
句
・
倉
田
紘
文
集
」

「
季
句
一
一
邑
選
「
死
」
・
「
水
」
」

「
蕗
雑
詠
選
集
」

「
四
季
の
か
お
り
」

「
子
ど
も
俳
句
歳
時
記
」

「
最
初
の
出
発
」
全
四
巻

　
人
　
集

「
高
野
素
十
」
鑑
賞
と
解
説

「
大
分
の
文
学
碑
め
ぐ
り
」

　
ほ
　
か

「
俳
句
を
楽
し
む
」

「
よ
み
う
り
文
芸
時
評
」
〈
俳
句
〉

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
壇
」
「
誌
上
・
添
削
教
室
」

「
俳
句
朝
日
」
「
添
削
教
室
」

（
梅
里
書
房
）

（
大
分
合
同
新
聞
社
）

（
小
学
館
）

（
読
売
新
聞
社
）

（
牧
羊
社
）

（
蝸
牛
社
）

（
角
川
書
店
）

（
生
活
之
友
社
）

（
蝸
牛
社
）

（
東
京
四
季
出
版
）

（
蝸
牛
社
）

（
大
分
合
同
新
聞
社
）

（
西
日
本
新
聞
）

（
読
売
新
聞
）

（
日
本
放
送
協
会
）

（
朝
日
新
聞
）

「
俳
句
ト
ピ
ッ
ク
ス
」

（
毎
日
新
聞
）

　
　
　
他
論
文
多
数
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